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夜行性なので昼は見られません

部分的に銀色や青白く光って写ることがあります
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前鼻孔（ぜんびこう）

前鼻孔と後鼻孔はつながっていて

長い＝離れているほど匂いに敏感

ウツボに多い

パイプ状の前鼻孔（ぜんびこう）

上から見ても横から見ても、丸みのある頭

長さ ５０センチくらい

いくつも並ぶ

感覚管孔（かんかくかんこう）

後鼻孔（こうびこう）

側線は退化し、側線孔（そくせんこう）一つだけ　　
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原寸大
細かい感覚器が並ぶ、孔器列（こうきれつ）
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ウンブキアナゴはこんな顔ウンブキアナゴはこんな顔

側線は退化し、側線孔（そくせんこう）一つだけ　　

シリーズ天城遺産　その１９

天城町初の天然記念物
ウンブキアナゴ

日本国内ではウンブキのみ、　　　　　　　　　　   に見つかった希少な魚類、ウンブキアナゴ。 4月30日に、
天城町で初めての町指定天然記念物になりました。 偶然にも、アマミノクロウサギが動物で初めて国の天然記
念物に指定されたのが1921年で、ちょうど100年前のこと。 ウンブキアナゴは、ウナギ目・ウツボ亜目・イワア
ナゴ科で、アナゴ亜目のマアナゴやウナギ亜目のオオウナギとは異なり、ウツボに近い種です。 国内で見つ
かっているイワアナゴやクロヒゲイワアナゴなどイワアナゴ科の魚類は、いずれも人との接点がない生態のた

め、ほとんど知られていません。 ウンブキは、海とつながった海底洞窟のなかでも、真水が流れ込んで汽水域となったアンキアライン環境となっていて、
ウンブキアナゴはそうした特殊な環境に適応しています。 ところが、一昨年の秋を最後に、地上から見える水域では確認されておらず、昨夏には無断で
仕掛けられた網かごが見つかり、捕獲により減少した可能性が高まったため、保護を目的として天然記念物に指定されることになりました。 一方、国内
外の人目にふれることのない海底洞窟で、ひっそりと暮らしていたウンブキアナゴが産卵し、その稚魚がウンブキへたどり着く可能性があり、ウンブキ
1ヶ所の乱獲によって完全に絶滅することはない・・・ のかもしれません。 なお、日本語の名＝和名が無かったため、ウンブキアナゴと名付けた際の論文
によると、学名が付けられた最初の標本＝ホロタイプとは骨格の一部が異なっていて、成長などに伴う変異なのか、種が異なるのか未だ謎だそうです。

※ 2011年（平成23年）11月に見つかり、生命の星地球博物館の学芸員、瀬能宏氏に同定＝種を判別していただきました。

世界で６ヶ所目

Xenoconger Fryeri学名は

最初に発見されたのは1908年ごろの

＝異世界の ＝アナゴ

クセノコンゲル フリィエリィ

Assomption島
Xeno conger Fryeri

インド洋西部に位置する、セーシェル共和国の島の一つ

＝発見者、英国の昆虫学者John Fryer 卿への献名
ジョン ・フライヤー　きょう けんめい
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